
中央家畜市場通信

「ワクチンを上手に使って病気を予防する」

①感染症の予防、②感染しても重症化しない、

③農場内でのまん延を防ぐ

令和６年12月号

② 飼養環境によるストレスを減らす（特に０～３か月齢）

自家保留する牛にもワクチンを！

牛群全頭に接種

① 確実な初乳給与による移行抗体の獲得
分娩後６時間以内

こんな牛は
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図 子牛の受動免疫と能動免疫における
抗体濃度の変化

※Heinrichs,A.J（2001）より一部改変して作成

母牛が初産

難産で生まれた子牛



マニュアルの
ダウンロード
はこちら→○ 自然哺乳と人工哺乳のポイント

①ミルクの温度
子牛の口に入る温度で40～42℃（体温に近い温

度）が最適です。
冬場は調乳後すぐにミルクが冷めてしまうので、

特に温度に注意しましょう。
※熱湯でミルクを溶かすと、タンパク質が変性して
しまうため、60℃以下のお湯で調乳してください。

②乳首の穴の大きさ
乳首の穴の広がりは、口に流れ込む

ミルクの量が増え、誤嚥する原因になります。
子牛がむせるようなら乳首の穴が大きすぎる可能

性があります。

①十分な母乳が出ているか観察
泌乳量は、母牛の産次や体格、分娩前後の栄養状
態によって変わります。
頻繁に母牛の乳頭に吸いついたり、乳を突き上げ
る動作をしている場合は、母乳の不足が疑われるの
で、代用乳（ミルク）を追加給与しましょう。

哺乳ボトルにお湯を入れて
温めておくと冷めにくいよ！

②牛体を汚さない
糞尿で乳頭が汚れていると、子牛が様々な細菌
を口にして下痢をする原因となります。
親子のスペースはきれいな状態を保
つようにしましょう。

←誤嚥しにくいように
穴が２つに分かれた乳首も
あります

③授乳期のエネルギー不足に注意
母牛が栄養不足だと、子牛が消化しにくい母乳

が産生されて下痢（母乳性白痢）を引き起こす場
合があります。
分娩後も増し飼いでエネルギーを充足させるよ

うにしましょう。 お問い合わせは最寄りの農業改良普及センターへ ＞＞

ケース２：呼吸器病の発生を予防したい

ケース１：下痢の発生を予防したい


